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１ はじめに 

 前回報告した窓洗い機「明和君」は、

２号ができたため、「明和君１号」と

いうことになるが、ハンディワイパー

である１号を完成させて、気分を良く

して窓掃除をしていると、すぐに、「も

っと高いところも同じ仕組みででき

ないか。」という課題が頭の中に出て

きた。 

 理屈は、そう難しくないと考えた。

タンクは従前通り、レバーは、一番手

前の手に持つ部分に取り付け、ホース

を先端まで伸ばし、そこにノズルを付

ける。１号を完成しているだけあって、

今度は、すぐうまくいく予感があった。 

 

２ 材料集め 

 早速、日用品店で材料を物色した。

980 円の噴霧器は実にリーズナブルな

価格である。さっそくゲット。それと、

柄が伸びる窓ふきワイパー。これも

1000 円ちょっとで購入することがで

きた。あとは、先端と手元のレバーの

ところのグラスファイバー管を結ぶ

ビニル管。ここは圧があまりかからな

いことから適当なもの。ただ、途中か

らの水漏れは、絶対避けたいことから、

両端のクリップを２つ。それと、先端

のグラスファイバー管をワイパー部

分に固定する金具。太めのホースバン

ドを購入してみた。今回の製作で一番

悩んだのが、柄にレバーをどう取り付

けるかということ。店を何度もぐるぐ

るまわって、やっと見つけました。水

道管を留める金具。ちょうどちょうつ

がいになっていて、それをペアで柄に

平行する形で留めることにした。 

 

３ 製作 

 今回の製作は、家でやることにした。

でもやっぱり家の中でやるのは狭い

なあと感じた。退職して家に戻ったら、

やはり無線室兼ね作業場が必要だと

思った。工具や道具はだんだん増えて

くるし。発電機まで備えてしまった。 

 一番、時間がかかったのは、柄にレ

バーを固定するところ。ぴったりはま

る規格なわけはないので、多少の調整

が必要。柄の方はビニルテープ。レバ

ーの方は、外径が多き過ぎるので、ニ

ッパーで爪切りの要領でカットして



は、最後にやすりで形を整えた。ビス

でがっちり留めると全くぐらぐらし

ない。 

 グラスファイバー管とホースをつ

なぐのにちょっと苦労した。自分の目

感覚で材料を買っているので、ちょっ

とホースが細かった。でもラジオペン

チの先端で管を広げて突っ込むとぴ

ったりとはまった。そこにクリップを

掛け固くねじ留め。これを２カ所。最

後に１号の時と同じように、グラスフ

ァイバー管の先端をビスで閉鎖し、そ

の近くに小さな穴を 2カ所開け、さら

にワイパーに穴を開け、ホースバンド

でがっちり固定。ちょっと曲がってし

まったけど、それは、ご愛嬌。 

 柄の外径を細くするのにニッパー

をかなり使ったので、指先がつかれた

が、今回の工作は比較的楽ちんだった。 

 

４ 使ってみて 

 さっそく、家の窓をきれいにしてみ

た。柄を伸ばして 2.25 メートル。こ

の高さまで水圧があるか心配だった

が、思った通り、勢いよく水が噴き出

した。高いところも快適に掃除ができ

た。まずは、大成功である。 

 課題を上げるならば、そんなに高い

ところでないところを掃除する時、だ

んだん窓と柄に角度がついてきて、1

㎝ぐらい出ている先端のノズルが窓

に当たってしまうことがあった。ノズ

ルの頭をできるだけ引っ込め、水が出

るギリギリにすると良いと思った。た

だ、ビスの分があるので、こういう場

合は１号を使ってもらうことにして、

今回はこの課題をパスした。 

 あとは水をかけてスポンジでこす



ったり、ゴムで拭いたりといううちに

ホースがねじれてくることがあった

が、それは、回す方向を自分で決めて

おけばいいということで、自力解決し

てもらうことにする。 

 柄を伸ばしたり、縮めたりしている

うちに細いホースがだんだん柄に巻

き付いてくるというのもあった。伸縮

ポールの構造上の問題なので、しかた

なし。そんなにそんなに伸ばしたり、

縮めたりすることは実際あまりない

ということで、その場合は、先端の柄

を取り外してねじれを取るというこ

とで、解決。 

 

５ 最後に 

 工作には、道具や工具が必要であり、

そのことが工作の善し悪しに大きく

関わってくる。昨年までの校長先生が

木材加工の技術に長けており、私もけ

っこう刺激され、電動工具類は増えて

きた。特に電動ドライバー、電動ドリ

ルは、工作の必須アイテムと言える。 

それまでだったら、穴開けでもキリで

やっていたであろうから、きれいに正

確に速く工作をしていくには、やはり

道具だとつくづく思う。 

 これからも、いっぱい失敗をしなが

ら、試行錯誤しながら、自分の技術力

を上げていきたい。

 

 

 


